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小長谷:ご 紹介あ りが とうございます。私はモンゴル にっいて研究 してお りますが、欧米

の研究機関に勤める友人が私に、 日本におけるモ ンゴル研究は 「デ ィテールの帝国だ」 と

い うのです。そ うい うと誉 められているようにも聞 こえますが、実はス トラクチャーがな

い とい うか、大きなまとまった考え方でものごとを見 られ ない とい うことを、批判 した言

葉なのです。それ はモンゴル研究だけに限ったものではなくて、 日本人の得意 とす るきめ

細かな研究 と、得意でない面を同時に指摘 しているのだろ うと思います。その得意 とする

ほうを仮 に重箱系 と言 うな ら、得意 でないほ うは大風 呂敷系 と言 えるかもしれません。物

事の全体 を大づかみに捉えるこ とは大事だ し、細かいことも大事だ し、 どち らも大事 なの

ですが、この重箱 を風 呂敷で包む ことがもっと大事になつてきます。今 日の先ほどまでの

お話 と後のほ うのお話が、これから先に上手 く組み合 わさっていくかとい うことが、これ

から後に残 された、今後の研究の課題だ と思います。

　だから、比較できるかどうか とい う以上 に、やは りこの2つ の異なるベ ク トルを持つ研

究をど うまとめていくかとい うことになると思います。それに対 して、私 自身す ぐにはア

イデアが出ないのです けれ ども、色 々感想を述べてみたいと思います。

　まず、最初に宇山先生 のご発表では、冒頭 に 「帝国 として比較可能か?」 とあって苦悩

されている姿が見えます。でもここか ら 「帝国として」 とい うのを取つて、そ もそ もが比

較可能かとい うことが問題だ としたほ うが、む しろ新学術領域にふ さわ しいわけです。先

ほど申しましたよ うに、簡単に比較できるのだつた ら新学術領域にならないか ら、「帝国 と

して」 とい うのを外 しても比較は難 しい とい う点に意味があ ります。言い換えれば、最初
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に岩下 さんが歴史を無視 したほ うがいい と極端におっ しゃいま したけど、本来歴史的に考

える と議論 しづ らい次元を一緒にす るとい うことに、今回意味があるとい うことにな りま

す。だか ら、歴史的に言えば、イギ リス帝国で言えばイ ン ド、ソ連で言 えば中央アジア、

中国で言 えば新彊やチベ ッ トあた りが、比較 され るものとして並ぶ くらいだったのが、イ

ン ドの場合は1947年 くらいに独立 して、もう既に十分な経済力をもつているのに対 して、

中央アジアの国々が独立したのは、その大体半世紀後です。 中国は どうで しょうか。30年

ぐらい後に中国の経済発展がゼロ成長になつた ら、共産党の支配 も終って、周辺地域 を手

放す とい うこともあ り得 るかもしれません。

　大体、半世紀 ぐらいずつずれているようです。そ うい う時間差 として理解す ることも出

来るし、時間差はすなわち構造差 として理解することも出来ます。だか ら本来違 うものを

比較す るフ レームを設定 していった らいいのではないか と思います。文化人類学の場合は、

歴史学よ りは時間に対 してルーズです。 それよりむ しろ構造の違いを気にします。本来は

違 うものだ とい うことで時間拘束か らフリーで居 られるとい う点からい うと、人類学的に

は比較 しやすいのではないか とい う感 じが します。帝国や大国とい うのは、一民族=一 国

家ではな く、様々に違 うものも含めた存在ですか ら、例えばく多様性 と統合 〉、〈diversity

とintegration>、 あるいはく包摂 と自律 〉とか、っま り違 うもの同士の比較 とい うことに

なるで しょう。

　外延部が広いとか、相当に色々なものをまとめあげたものであるとい うのが、 リー ジョ

ナルパ ワーズの前提ですか ら、そ うい うく多様性 と統合 〉をキー ワー ドにして、設定する

ことができるのではないで しょうか。言い換 えれば、違 うものを包摂する統治の技法に対

して、人々がそれに抗 うとか、あるいは抗 うのではなくておもねるとか、最先端の芸術家

がそ うであるように解体の方向を描 いてい くとか、そ うい う包摂 あるいは統合するカに対

す る人々の政治学ない しは文化の動 きとい うように、2種類のベ ク トルの違いを考えて設定

を してお くと、それぞれ全然違 う話が うま くまとまってい くのかも知れない と思いました。

　最後に指摘 したいのは、こうい う比較の、チャレンジングなのだけれ ども、それ 自身が

持っている致命的な欠陥 とい うのを押さえておいたほ うがいいだろうと思います。それは、

例 えば30人 あるいは40人 ぐらいのクラスメー トの中で、最も成績優秀で体力のある3人 を

評価 して、クラス全体のことが言えるかといつた ら、全然言えないです よね。つま り、 ト

ップ3を 見て全体は説明できないとい うことですので、その見えなくなって しまつているの

は何か とい うことも考えておかなくてはいけません。そのことを言お うと思っていたので

すが、実際には研 究されてい るとい うことですね。例えばモンゴルだった ら、殆ん ど同時
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期にパ ワーを持 ち始めた中国 とロシアに挟 まれているので、どちらかにっ くのが幸せ な選

択か とい うのが問題 となるのですけれ ども、例 えばイン ドネ シアはそ うい う点で言 うとど

うなるか、アフガニスタンは どうなるかとい う問題 と関わっています。大国 と大国の間な

んだけれ ども、その大国のあり方に、今言ったよ うな時間差みたいなもの、あるいは構造

差みたいなものがありますか ら、そ うい うものの狭間にある落ちこぼれ組のあ り方みたい

な ものが、きちんと山根 さんの ところでフォロー されているのだな、とい うふ うに今 日は

分か りま した。あるいは、ボーダー ・スタデ ィーズの方も、 リージ ョナルパ ワーズの縁辺

部に 目配 りす るとい う意味では、結局両プ ロジェク トは2つ で1つ みたいなところもある

のだなと思いました。

　それか ら、現代のパワーのあ りかたとい うのは必ず しもリージョナルではな くて、 リー

ジ ョンを超 えてヘゲモニーを発揮するわけです。だか ら脱領域的なヘゲモニーにっいての

問題 が、このプログラムが見失って しま う致命的な欠陥の1つ か もしれないと思 うのです

が、それは例えば文学の研 究等によつて補われ るとい うことが昨 日か ら参加 させていただ

いて分か りま した。 とい うことで、難 しいけれ ども頑張って くだ さい。
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